
令和4年6月現在 

※「活用状況（本省）」欄にNETIS掲載期間内の大まかな活用件数を記す。☆＝500件以上、◎=100件以上、○=50件以上、□=20件以上

（注）NETISホームページへ移動しない場合は、ファイルをダウンロードしてご使用ください。

1 グラスグリッド KT-160100 A

本技術は特殊アクリル樹脂で浸透コーティングした強靭なガラス繊維グ
リッドで、従来は不織布系リフレクションクラック抑制シートで対応してい
た。本技術の活用によりリフレクションクラック抑制効果が向上し、離型
紙の剥離作業がないため1日あたりの敷設量もUPします。

製品 舗装工

アス
ファル
ト舗装

工

アス
ファル
ト舗装

工

車道舗
装工

-
リフレクショ
ンクラック防

止シート

https://www.
netis.mlit.go.j
p/netis/pubs
earch/details
?regNo=A%20

2 UKロードマット KK-190032 A

申請技術は舗装版に生じた亀甲状クラックを補修するための貼付式ア
スファルトシート製品の技術であり、従来は舗装面クラック補修専用の
過熱型シール材充填であった。本技術の活用により、品質、施工性の
向上が期待できる。

材料
道路維
持修繕

工

路面補
修工

その他 ・技術提供地域については制限無し
リフレクショ
ンクラック防

止シート

https://www.
netis.mlit.go.j
p/netis/pubs
earch/details
?regNo=A%20

3
イソシールAC 速硬
化性常温クラックシー
ル

QS-190045 A

舗装クラック等の補修を行う材料で、常温で施工でき、速硬化性を有す
るシール材。 線状クラックや小規模な範囲で効率よく施工出来る。 1～
20mmのひび割れ幅に対応でき、伸び率が300%を超えるため、追従性、
防水性に優れ、亀甲状クラックを抑える。

材料
道路維
持修繕

工

アス
ファル
ト注入

工

-
シール材注

入工法

https://www.
netis.mlit.go.j
p/netis/pubs
earch/details
?regNo=A%20

4 RCメッシュG KT-010233 VG

本技術は、ガラス繊維をメッシュ状に加工した基材を用いたリフレクショ
ンクラック抑制シートで、従来は基材にガラス繊維などを用いた材料で
対応していた。本技術の活用により、舗装補修時に切削機による切断
が容易になり、ブリスタリングの発生を抑制することが期待できる。

材料 舗装工
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ファル
ト舗装

工
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装工

評価済み 有 ○
○

（H29年4
月）

-
リフレクショ
ンクラック防

止シート

https://www.
netis.mlit.go.j
p/netis/pubs
earch/details
?regNo=VG%

5 アスパワーシート KK-030026 VG

本技術はアスファルト舗装において、クラックやわだちの発生を抑制す
る防水機能を有したシート補強技術である。本技術の採用により、路面
性能の低下抑制が期待できる。また、芯材はガラス繊維なので再生舗
装材としてのリサイクル利用を妨げない。 

製品 舗装工

アス
ファル
ト舗装

工

アス
ファル
ト舗装

工

車道舗
装工

評価済み 有 ◎
○

（H29年4
月）

-
リフレクショ
ンクラック防

止シート

https://www.
netis.mlit.go.j
p/netis/pubs
earch/details
?regNo=VG%

6 G・RDマット KT-040013 VG

本技術は、抗張力が高く耐久性の優れたグラスファイバーを基材とした
クラック抑制機能、防水機能を持つ舗装補強マットで、従来は基材がガ
ラス長繊維のもので対応していた。本技術の活用により舗装切削時の
切削機による切断が容易に行え、切削廃材のリサイクルが可能であ
る。 

工法 舗装工

アス
ファル
ト舗装

工

アス
ファル
ト舗装

工

車道舗
装工

評価済み 有 □
○

（H29年4
月）

-
リフレクショ
ンクラック防

止シート

https://www.
netis.mlit.go.j
p/netis/pubs
earch/details
?regNo=VG%

7 クラックシールNX KT-070102 VG

本技術は、新たに開発したクラックシール材によるクラックシール工で
あり、従来はブローンアスファルトなどを使用していた。本技術の活用
により、シール効果の持続性が図れ、予防的修繕工法としての活用が
期待される。

材料
道路維
持修繕

工

路面補
修工

評価済み 有 □
○

（H30年3
月）

・技術適用地域については制限無し　・専用溶解
釜：全国で20台程度（配置は不明）

シール材注
入工法

https://www.
netis.mlit.go.j
p/netis/pubs
earch/details
?regNo=VG%
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